
北海道北西沖
（沿岸側）の地震
※2017断層モデルF01

留萌沖、神威岬沖
の地震
※2017断層モデルF06 ※2017断層モデルF06’

想定されている地震の震源域想定されている地震の震源域

「津波」を
津波の原因 Ｍ発生年月日 津波遡上高 被害者数

1741年 8月  29日
1792年 6月  13日
1940年 8月  2日
1947年 11月  4日
1971年 9月  6日
1983年 5月  26日
1993年 7月  12日

津波により大きな被害を受けた集落
＊奥尻町提供

　北海道の日本海沿岸では、右表のとおり、過去に
被害を伴う津波が発生しています。
　1993年に発生した
北海道南西沖地震で
は、奥尻島に巨大な
津波が押しよせ、200
人を超える方々が亡
くなりました。

北海道日本海沿岸における過去の津波災害

　北海道では、東日本大震災が発生したことを受けて津波浸水想定の見直しが行われ、2017年2月に新しい北海道日
本海沿岸の津波浸水想定が公表されています。その中で、札幌市周辺の日本海沿岸に大きな津波が押し寄せる恐れ
がある3つの地震が想定されました。これらの地震による津波により、札幌市の周辺の沿岸では浸水する恐れがあり
ます。

北海道の日本海沿岸で想定されている津波

　2011年3月の東日本大震災では、想定を超える大きな
津波が発生し甚大な被害となりました。北海道日本海
沿岸でも、これまでの想定を超える大きな地震や津波
が発生しないとは断言できません。
　津波は、大きな地震だけでなく海底の地滑りなどで発生
することもあります。このような津波は予想することが
難しく、局所的に大きな被害をもたらすこともあります。
　津波は、内陸の建物に影響を及ぼさないほど小さな
ものでも、川をさかのぼり、支流で溢れるなどして被害
を生じさせることがあります。

想定を超える大きな津波災害 

（※1）北海道内の最大津波遡上高とその観測地区　（※2）北海道内の被害者数（死者数及び行方
不明者数）とその発生地区  （出典：日本被害津波総覧【第２版】　渡辺偉夫著）

津波の河川遡上の様子（岩手県釜石市）

（※1） （※2）

2000人超（渡島沿岸）
5人超（忍路ほか）
10人（天塩町）
なし
なし
4人（奥尻町ほか）
230人（奥尻町ほか）

渡島大島火山噴火
積丹半島沖地震
神威岬沖地震
留萌西方沖地震
サハリン西方沖地震
日本海中部地震
北海道南西沖地震

7.1
7.5
6.7
6.9
7.7
7.8

15m（松前町）
3m（積丹町）
3m（利尻町）
2m（利尻町）
0.6m（岩内町）
7.0m（奥尻町）
31.7m（奥尻町）

＊岩手県提供
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石狩新港

約40分・約5.0m
新川河口

親船町

石狩川河口

約40分・約6.6m

想定される最短到達時間と遡上高想定される最短到達時間と遡上高
※各地点の数値は左図の想定
　地震のうち、最短の到達時間と
　最大の遡上高を示しています。

※出典：津波浸水想定区域図（平成29年2月北海道公表）
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